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「
町
長
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
月
曜
日
の
朝
は
、
町
長
室
に
町
民
の
方

の
声
が
響
き
ま
す
。

　

泉�
町
長
は
就
任
以
来
、
毎
週
月
曜
日
を
町
民
皆
さ
ん
と
の
対
話
の

時
間
と
し
て
、「
お
は
よ
う
町
長
室
」
を
開
い
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
数
多
く
の
方
が
町
長
室
を
訪
れ
、
要
望
や
ご
意
見
は

も
ち
ろ
ん
、
ま
ち
の
話
題
や
個
人
の
ア
イ
デ
ィ
ア
な
ど
気
さ
く
な
雰
囲

気
の
中
、
町
長
と
の
対
話
が
弾
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
対
話
の
中
か
ら
、

町
が
確
認
し
て
取
り
進
め
る
こ
と
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
積
極
的
に
行
動

し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
な
ど
を
話
し
合
い
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

特
に
個
人
や
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
自
分
た
ち
の
活
動
報
告

に
訪
れ
た
方
々
は
、
日
々
の
活
動
、
こ
れ
か
ら
や
ろ
う
と
し
て
い
る
こ

と
、
活
動
の
成
果
な
ど
を
話
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
努
力
や
頑
張
り
が
充

分
に
伝
わ
り
、
皆
さ
ん
の
活
躍
が
町
に
元
気
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

「
こ
ん
な
工
夫
を
す
る
と
住
み
よ
い
の
で
は
な
い
か
」「
こ
ん
な
事
を
す

る
と
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
結
び
つ
く
の
で
は
」
と
、
日
常
生
活
の
中

で
、
ふ
と
思
い
つ
い
た
こ
と
や
「
私
た
ち
は
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
」

「
充
実
し
た
活
動
の
た
め
に
こ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
」
な
ど
、
ど
ん

な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。「
こ
ん
な
事
わ
ざ
わ
ざ
言
い
に
行
く
ほ
ど
で

も
な
い
か
な
」「
私
た
ち
が
町
長
室
に
足
を
運
ぶ
の
は
ち
ょ
っ
と
・
・
・
」

と
思
っ
て
い
る
方
も
、
ぜ
ひ
一
度
い
ら
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
個
人
で
も

団
体
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
町
長
と
の
会
話
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
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超
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
が
で
き

る
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
を

実
現
し
た
い
と
要
望
に
来
ま
し
た
。

　

町
長
は
、
前
向
き
に
検
討
し
た
い
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
ニ
ー
ズ
の
把
握
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
お
願
い
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、「
西
当
別
に
高
速
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
実
現
を
め
ざ
す
会
」
が
組
織
さ

れ
、
町
商
工
会
と
共
に
「
高
速
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
の
早
期
実
現
を
目
指
す

署
名
活
動
」
が
行
わ
れ
、
約
８
０
０
件
に

も
及
ぶ
署
名
簿
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
民
が
主
体
と
な
り
活
動
し
た
成
果
を

重
く
受
け
止
め
、
町
長
は
、
N
T
T
東
日

本
や
北
海
道
に
要
望
を
行
い
、
今
年　

月
11

　

日
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
が
実
現
し
ま

22し
た
。
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ふ
く
ろ
う
の
探
鳥
会
や
ふ
く
ろ
う
展
の

開
催
な
ど
の
活
動
を
続
け
て
い
る
当
別
ふ

く
ろ
う
の
会
は
、
青
山
に
向
か
う
「
道
道

�����������������������

��������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

当
別
浜
益
港
線
」
沿
い
に
は
、
道
民
の
森

が
あ
り
、
ふ
く
ろ
う
が
生
息
し
て
い
る
こ

と
や
、
町
の
鳥
ふ
く
ろ
う
に
町
民
が
親
し

み
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
同
路
線
に

「
ふ
く
ろ
う
街
道
」
の
愛
称
を
付
け
て
ほ

し
い
と
要
望
に
来
ま
し
た
。

　

こ
の
要
望
に
は
、
同
会
が
会
員
や
町
民

に
賛
同
を
呼
び
か
け
１
、
７
２
３
人
の
署

名
簿
も
一
緒
に
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

町
長
は
、
同
会
の
熱
心
な

活
動
と
要
望
の
趣
旨
を
受
け
、

９
月
１
日
か
ら
同
路
線
を
「
ふ

く
ろ
う
街
道
」
と
し
ま
し
た
。
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今
年
3
年
目
の
活
動
に
入
る
フ
ィ
ル
ム

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
こ
れ
か
ら
も
住
民
活

動
と
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
今
後
の

抱
負
を
話
し
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
町
内
で
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
る
な
ど
の
活
動
が
あ
る
度
に
、
お
は

よ
う
町
長
室
に
訪
れ
、
町
長
に
内
容
を
説

明
し
て
い
ま
す
。
団
体
活
動
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
場
と
し
て
、
う
ま
く
活
用
し
て
い
ま

す
。
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地
域
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
、
町
内
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
を
取
り
ま
と
め
活
動
し

て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
が
、

８
月
８
日
に
帯
広
市
で
行
わ
れ
た
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
愛
ラ
ン
ド
北
海
道
」
で
の
受
賞

報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

町
長
は
、
受
賞
を
称
え
る
と
共
に
、
８

月
上
旬
に
町
内
で
行
わ
れ
た
海
外
の
高
校

生
が
集
ま
っ
た
ユ
ー
ス
エ
コ
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
、
数
々
の
日
本
食
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
が
手
作
り
し
て
、
も
て
な
し
た
事
を
ね

ぎ
ら
い
ま
し
た
。
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中
小
屋
中
学
校
近
く
に
あ
る
沼
（
通
称

 
円
沼 
）
を
公
園
と
し
て
整
備
し
て
は
ど
う

ま
る
ぬ
ま

か
と
提
案
に
来
ま
し
た
。

　

草
刈
り
な
ど
地
域
住
民
が
で
き
る
範
囲

の
こ
と
は
行
っ
て
い
き
た
い
の
で
、
町
も

協
力
し
て
ほ
し
い
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

町
長
は
、
地
域
の
若

い
方
々
の
こ
う
し
た

活
動
を
是
非
続
け
て

ほ
し
い
と
激
励
す
る

と
共
に
、
町
が
行
う
べ

き
事
は
協
力
し
て
い

く
と
答
え
ま
し
た
。
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　９月３日、美
しい景観委員会
の委員の皆さん
が美しいまちづ
くりの参考に美

しい丘が広がる上川郡美瑛町を視察研修し、同町の
政策調整室担当者から、景観条例、景観づくりの取り
組みなどの説明を受けました。
　この町は観光客が年間１２０万人以上も訪れる全国
的に有名な「丘のまち」で、平成元年にリゾート法に
基づく「富良野大雪リゾート地域整備構想」の指定を
受けました。その後、美瑛の丘を撮り続ける写真家
前田真三さん（「拓真館」創立者）の風景写真が注目
を浴び、テレビや雑誌などに取り上げられ、美瑛の丘
を眺めに来る観光客や町外からの移住希望者が増加
し始めました。これを機に町全体が、自然保護や景
観を守る意識が高まり、「美瑛町景観条例」や「美瑛
の美しい景観を守り育てる条例」が作られました。
　もともと地元の方達は景観に対して特別の意識を
持っていた訳でも、美しい農村景観を作ろうとして
いたものでもなく、農業を営む中での結果として生

まれたものでした。でも、
その景観を守るための取り
組みは先進的で、充分な配
慮がなされていることが説
明から聞き取れました。
　その一例として次のよう
なエピソードがあります。つい最近、丘陵に広がる
「パッチワークの丘」が見える景観ポイントに、その
美しい景観を中継するためにあるテレビ局からパノ
ラマカメラを設置したいという申し出がありました。
美瑛を全国にPRする絶好のチャンスですが、その場
所にカメラを置くには、高い支柱や電柱などの設置
が新たに必要で、そのことが美しい景観を損ねてし
まうとテレビ局に再検討を促したそうです。
　このことからも、景観を守ることに対しては「景観
審議会」等で十分に検討し、決して名声や経済効果の
ために妥協しないという姿勢が美瑛の美しい景観を
維持しているということを伺い知ることができまし
た。今後、この研修で学んだことを活かし、当別の魅
力を高めていきたいと考えています。　
　　　　�担当　まちづくり推進課（�２３－３０７３）�
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　高校卒業して４８年、久し振りに親しかった
旧友３人が当別町を訪れてくれた。
  ４人でゴルフをするのが目的だが「まちの駅」
で管内商工会女性部が「うまいもの選手権」を
催していたのを友人達に見てもらいたいとも
思った。
   台風が過ぎた日差しの中、野外で各市町村の
特産品で自慢の手造り料理を試食する為に
２～３００人の町民が集まって賑わっていた。
札幌で都会生活を送っている彼等が、何を感
じたかは聞けなかったが秋空のように明るい
町の人々の表情は印象に残ったと思う。
　ゴルフは４人とも、まあまあのスコアで上が
り、西校の後輩が経営している店へ行こうと
誘ったら後輩の店で大歓迎され普段より相当
上等な料理が出てきて皆はゴルフの話でない
ところで盛り上がった。
“泉�、お前は学生の時から農村をきれいに
したい！！と云ってたな”と云われたが自分で
は全く記憶がない。
“ところで学校祭で俺達が選んだ「ミス西校」
は今どうしてる？”
“彼女、聖心女子大を卒業して社長秘書を
やっていたぞ”等々４人は遠くなった高校時代
の郷愁にどっぷりひたり話は尽きなかった。
つくづく良き友がいた事を幸せに思った。　　
　夜、皆が帰ったあと昔、高校に入学した時
“君は農村出身であることを誇りに思え”と指
導してくれた中学の先生のお顔が次々と想い
出されてきた。
すっかり忘れてしまっていたのに・・・・
　出来れば今度は中学時代の先生を当別にお
招きして、もっと昔を想いだしてみたい。
　思えば農業に専念していた頃は“百姓の来年”
で来年のことばかり考えていたし、町政を考
える立場になってからも将来のことばかり論
じていた気がする。
　悠々自適の旧友に会えて、いい一日だった。
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　異常に暑かった今年の夏も終わりホッとしていた９月８

日（水）、本州各地に大きな被害をもたらしていた台風１８

号はその勢力が衰えることなく北海道を襲いました。

　台風は一般的に中心から東側が特に強風域になると言わ

れ、日本海を北上した今回の台風は本町にも大きな爪あと

を残しました。

　午前１１時２０分には札幌で観測史上最高となる最大瞬間

風速50.2メートルを観測しましたが本町でも午前９時に同

33.5メートルが記録され、外に立っていると危険を感じる

ほどの強烈な風が吹き荒れました。

　住民生活も大きな影響を受け、JR学園都市線は、午前８

時には全線運休となり、建造物の倒壊などにより道路がふ

さがれ通行止めの路線が相次ぎ、西当別地区や中小屋地区

では長時間の停電となるなど、不安な時間を過ごされた方

も多かったと思われます。

　個人の住宅も同様に被害を受け、屋根のトタンが吹き飛

ばされたり車庫や物置の倒壊が各地で発生し、消防署の出

動回数は２０回を数え、警察も朝から町内を巡回警備するな

どサイレンが響きわたる一日でもありました。

　このような中、町内の幼稚園、小中学校などは前日から

臨時休校を決めていましたが、児童、生徒の通学上の災害

を未然に防いだこの対応は、賢明な処置であったと言える

でしょう。

　また、当別の基幹産業である農業にも、大きな被害を受

けました。花卉農家では、ハウスのビニールが剥がれてし

まったり倒壊したりと花卉ハウスの７割に被害がありまし

た。収穫を前にした小豆や大豆、水稲も強風にあおられ大

きな打撃を受けてしまいました。

　被害を受けられた皆さんに心からお見舞い申し上げます。

　なお、災害で大きな被害を受けられた場合には、町民税

や国民健康保険税の減免措置などを受けることができま

す。台風に関する手続きに被害届出証明書が必要なときは

お問い合わせください。

����　�税金などに関すること　
                 　税務課（�２３－２３３２）
　　　　　�被害届出証明書が必要な場合　
        　　　  総務課（�２３－２３３０）
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　石狩管内５市町村の商工会女性部が地域の食材を工夫し
て商品化を目指す料理の試食会「うまいもの選手権」をま
ちの駅「アウル」で開きました。
　当別は「いもだんご入りコーンシチュー」と「いもだん
ご入りお汁粉」、北広島市「大志カレー」、厚田村「おから
クッキー」と「昆布しいたけ甘辛煮」、浜益村「ほっけたた
き汁」、新篠津村「かぼちゃのスープ」をそれぞれ３００食用
意し無料で振舞いました。約８００人の来場者は、列を成し
て目当ての料理を試食し、各女性部は試食の感想を聞いて
いました。アンケートも用意され、女性部のこれからの新
作料理に生かされます。　
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　当別町出身で現在、チェロ演奏者として活躍する高
木慶太さんのコンサートが「ゆとろ」で開かれました。
　今回は札幌公演に先駆け、是非、地元で演奏会を、と
有志が実行委員会を結成し実現しました。
　コンサートは「アヴェ・マリア」（フィッツェンハー
ゲン）など7曲を披露。会場を埋め尽くした２３０人の聴
衆は、チェロのやわらかく上品な音色に聞き入ってい
ました。
　高木さんは６歳からチェロを習い、各種音楽コン
クールで入賞、一昨年には、日本演奏連盟新人演奏会
で札幌交響楽団と共演するなど活躍中で、「地元で演奏
会ができてとてもうれしい。これからも頑張ります」
と挨拶すると、会場から温かい声援を受けていました。
　

　西当別地区の踊りと歌が好きな小中学生で作る「フ
レンドミュージカルクラブ」が、今年で３回目となる発
表会を西当別コミュニティーセンターで開催しまし
た。リーダーの新宅ありすさん（西当中３年生）が脚
本、振り付けを担当、衣装から音響操作など全てを子
供たちが行いました。　　　　　
　今回は、世界の中で学校にも行けず、食べるため、家
族のために働かなければいけない子供たちの現状を歌
とダンスで表現し、約２００人の観衆を引き付けました。
　新宅さんは「児童労働がテーマの会議に参加したの
をきっかけに脚本を書きました。団員に児童労働の意
味を伝えるのが大変だったけど、半年間練習を重ねて
とてもいい公演ができました」と笑顔を見せました。
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　　　　(８月２８日）
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　　　　(９月１２日）
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　　　　(９月７日）
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　(9月4日～5日）

　町では、野鳥観察や古川の探索など自然体験
を通じて環境問題を学ぶ企画を多数用意。
　今回、金沢の山あいで「森の隠れ家で自由時
間」と題して先月に引き続き2つめのツリーハウ
スづくりを実施しました。親子連れなど16人の
参加者は、全員で話し合いハウスの大きさなど
を決めた後作業を開始。1メートルを越える雑
草刈りやハウスづくりで最も重要な柱の位置決
めなどを当別エコロジカルコミュニティーのア
ドバイスを受けながら楽しく作業を行い2日間
かけてツリーハウス（高さ2�・幅3.6�・奥行き
1.8�）が完成しました。
　今後は完成した2つのツリーハウスを利用し
て子供たちが里山で楽しめるプログラムを実施
する予定です。

��������	
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　「酒米の田植えからお酒造りまでをやってみよう」
と当別酒米生産研究会と当別米で酒造ろう会が呼び
かけ、春に酒米「 初雫 」の田植えを金沢で行った２０

はつしずく

組８０人が、稲刈りを行いました。
　町内外から集まった職場や飲み仲間、家族などのグ
ループは、鎌を持ち、同研究会の指導を受けながら約
１時間かけて稲を刈り取りました。
　刈り取った稲は、３月にはおいしいお酒になり、オ
リジナルのラベルを貼って参加者の手元に届けられ
ます。

����������	
　　(９月１９日）
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　「ゆとろ」のデイサービスに
通うお年寄りと当別小学校４
年生が交流する「敬老を祝う
会」が開かれました。
　この日は、４組の児童３３人
と担任の小野寺先生が訪れ、リ
コーダーの演奏と歌を披露し
た後、一緒にビンゴゲームをす
るなど、子供たちが来るのを心
待ちにしていたお年寄りは楽しい時間を過ごし
ました。
　週２回デイサービスに通う９６歳の最年長、沢
口ミノルさん（中小屋）は、「毎回楽しみに通っ
ています。今日は小学生に会えてとても楽し
かった」と顔をほころばせました。
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（
９
月
９
日
）

　ギタリストで歌手としても活躍するアントニオ古賀
さんのコンサートがハッピーバレーゴルフ場で開かれ
ました。会場には、約６０人の聴衆が訪れ、食事を楽し
みながらギターが奏でる懐かしい古賀メロディーと
歌、軽快なトークに酔いしれました。　
　また、コンサート前にこんもりホール（春日町）内
にある青木クラシックギター工房を訪れた古賀さん
は、ギター制作家の青木さんから説明を受けながら興
味深く見学していました。
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　　　(９月２２日）
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　本校では、昨年に引
き続き、音楽の授業に
和楽器の琴を取り入
れ、指導には清水秀瑞
先生を招き、全校生徒
７人が文化祭に向けて
練習を重ねています。
　今年度は、町内の全小中学校が集まり合唱や演奏を
行う『音楽の集い』はもちろんのこと、地域の方々に
も美しい音色を聞かせることができたらと思ってい
ます。少人数ですが一人ひとりが目標をもって意欲
的に頑張っています。
　琴の演奏を通して、人と人との出会いを大事にし
て、さまざまな考え方に触れ、自分なりの生き方を学
ぶ機会になればと思っています。

　９月２日、町教委主催で学校への侵入者から子
供たちの安全を守るために小中学校の教職員を
対象に「防犯用 刺股 の実技講習会」を当別交番の

さすまた

中田潤一所長を講師に招き指導を受けました。　
　講習会では実際に刺股（棒の先がU字型の器具
が付いて、アルミ製で長さ1.8ｍ）を使って相手の

姿勢を崩し凶器を
振り落とす方法を
学び、一人でなく
教員同士が連携し
て相手に立ち向か
う大切さを再確認
しました。
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　国 際 交 流 事 業 団
（ＪＩＣＡ      ）の ガンビ

ジ ャ イ カ

ア、ケニア、ギニア、セ
ネガル、トーゴ、コンゴ
民主共和国、の男女８人
の研修員が来校し、今年

で３回目となる交流学習を行いました。８人の研修
員は、北海道の大学や研究所、農場、食品流通の市場
などで最先端の技術を学んでいます。
　生徒たちは事前に英語の名刺作成や日本の文化・生
活をどのように説明するか、何を質問するかなど意欲
的に準備を進めました。当日はヨサコイ披露や全員
でダンスを踊るなど和やかな中で交流しました。
　また、日本との文化、生活様式の大きな違いに驚
き、生徒たちはいかに自分たちが恵まれた生活を送っ
ているかを改めて理解しました。
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　本校家政科は、２年
生から保育コースと
食物調理コースに分
かれるコース制を取
り入れています。生
徒の特性と希望を生
かし、より専門性の高
い特色ある学習活動を展開するねらいがあります。
　保育コースでは、9月15日～17日と11月24日～25日
の5日間、２年生で初めて「保育実習」を計画し前半
が終了しました。16人の生徒が町内５カ所の幼稚園・
保育所の先生の指導で幼児教育と保育の『現場』を体
験、実習しました。
　また、食物調理コースでは、9月16日・17日の２日
間、調理・製菓関係の学校の協力で「特別調理実習
（出前授業）」を実施。講師の先生方はいずれもプロ
のシェフまたはパティシエとして輝かしい経歴の持
ち主で、生徒たちは普段にも増して真剣な眼差しで
その指導に見入り聞き入り、実習に取り組みました。
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生 涯 学 習 だ よ り
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　町では、週3回米飯給食（100％当別産を使用）
を実施しています。給食のアンケート結果から
も、ご飯はおいしい（普通も含む）と答えた児童・
生徒は約９５％います。地産地消が言われる今、年
中通して食べられるお米の味を子供たちに覚えて
もらい大切にしたいと思います。
　台風１８号の影響が心配されますが今年のお米の
味はどうなのか、今からわくわくしています。給
食で新米が登場するのは、10月の末頃を予定して
います。
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　全国で約９８０万人の幼児・児童・生徒が

学校給食で米飯給食を食べています。
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　道民の森神居尻地区を会場に１泊２日の日程で、「アウトドアプ
ロジェクト（秋編）森の恵みに感謝　親子で秋のきのこ狩り」が町
教委の主催、「当別エコロジカルコミュニティー」の指導で開催しま
した。
　「林野庁きのこアドバイザー」の資格を持つ大垣勇夫さんを講師
に、森の中で食べられるきのこと食べられないきのこの見分け方な
どを教わりながらきのこ狩りを楽しみました。採れたてのきのこは
みんなで調理し美味しくいただきました。
　２日目は落ち葉や木の枝などを利用してクラフト作りにチャレン
ジするなど、自然を満喫し家族で楽しいひと時を過ごしました。

（９月18日・１９日）

　町子ども会育成連
合会主催の少年野球
大会が当中グラウン
ドと阿蘇少年野球場
で開催されました。
１０チーム約１５０人の
小・中学生が参加し
白球を追う真剣な姿
と繰り広げられる熱戦に父母からの声援にも熱が入り
ました。
　決勝戦は、緑町・春日町連合チームとスターライト
子ども会が対戦し、延長戦までもつれる大接戦の末、

昨年準優勝の雪辱に奮
起をしていたスターラ
イト子ども会が逆転サ
ヨナラ勝ちを納め、大森
会長より優勝旗を手渡
されました。

（８月２９日）

　町教委と北海道医
療大学が共催する当
別学講座「福祉とまち
づくり」を公民館で開
催しました。道医療
大学谷中輝雄教授を
講師に、ことぶき大
学受講生やつくし作
業所の方など32人が
参加しました。講演は、教授自ら携わったさいたま
市のやどかりの里が行う精神障害者の社会復帰活動
や当別でのつくし作業所が誕生するまでと、そこに
通っている方がたくさんの願いや夢をもっているこ
となどの話をしました。
　また、「障害者だから老人だからと分け隔てなくす
べての人の助け合いで成り立ち、人と人とがつなが
り、心の通う町『やさしさを持つ町当別』を作るこ
とが福祉を中心とした町づくりを考えるとき大切な
ことです」と締めくくりました。　　　　（９月10日）
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11.6回99.3％������

11.4回99.3％������

2.5回36.2％
������
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　町では、次の検診を実施しま

す。　事前に電話か窓口で申し込

みの上、受診してください。

��������	
��
��

�����：バスで検診センター

まで送迎します。

��������

�������～１２月３日（金）

������������～

　　　　　　　　１１月10日（水）

�����　７時２０分～８時

���������	
��
�

������３月３１日（木）まで

�����　８時３０分～１１時、１３

時～１４時（胃がん検診は、午前中

のみ）

����　北海道対がん協会札幌

検診センター（札幌市東区北２６条

東１４丁目）

��������	　表のとおり

�������　福祉課保健サー

ビス係（「ゆとろ」内・�2３－２３４６）

�������
��������	
��
��

�� ��

�����

�����
��������

����������35歳以上�����

����15～39歳��������	�


��������40歳以上��������	
��

��������必要者�����������	

��������40歳以上������

����������30歳以上��������	


��������必要者����������������������

��������30歳以上���������	

��������40歳以上������������	
��
���

��������30～59歳��������

※婦人科超音波検査を希望の方は、ご相談ください。
※生活保護を受けている方は無料。

　高齢者へのインフルエンザの発

病予防、特に重症化を防止するた

め、予防接種を実施します。

▼����　１０月１日（金）～

平成１７年１月３１日（月）

▼��

①６５歳以上の方。

②６０歳以上６５歳未満の方で、心

臓・腎臓・呼吸器に重い障害（身

体障害者手帳1級程度）のある方。

▼����　医療機関で検温・問

診・診察し接種可能と判断された

���������	
�
������

�� ������

「道老」は、原則として１８歳以上

の子がいない昭和１４年７月３１日

以前生まれの７０歳未満の方で、次

のいずれかの世帯に該当する場合

には受給対象者となります。

　ただし、所得制限があるほか、

受給対象者が健康保険に未加入の

場合や生活保護を受けている場合

は対象になりません。

▼����

①６カ月以上一人暮らしをしてい

る老人単身世帯

②配偶者が６０歳以上の老人夫婦

世帯

③老人と児童の世帯（１８歳以上の

子がいる場合でも特例要件に該

当する場合は、受給の対象にな

ります。）

▼��������	
����


①既婚・未婚・男女を問わず、父

母と別居している場合

②重度心身障害者・長期療養者

③社会福祉施設の入居者

④生死不明者・拘禁されている方・

抑留中の方

▼����

　老人保健法による一部負担金を

除く医療費を助成。

▼������　福祉課福祉係

（「ゆとろ」内・�2３－３０１９）

��������	

��������	
�

�� ������場合、皮下注射を実施。

▼����　1回

▼����　自己負担額1,000円

(生活保護受給世帯の方は自己負担

額が免除になりますので、「生活保

護決定通知書」を提示ください。）

▼���　当別町発行の健康手帳

▼��������	
　町内の

医療機関

▼����　事前に実施医療機関

へ直接、予約してください。

※町外の医療機関での接種を希望

の方はお問い合わせください。

▼���　福祉課保健サービス係

（「ゆとろ」内・�23－2346）

�１６歳から６９歳までの健康な方。
�６５歳以上の方は、献血を経験
(60～６４歳）している方。

��������

������

�13時30分～１６時

���������

�������
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　北海道では、不妊治療を受けている方の経済負担
の軽減などを目的として、１０月１日から特定不妊治
療費助成事業を実施します。平成１６年４月１日以降
の治療費が対象となりますので必要書類をそろえて
石狩保健事務所（江別保健所）に申請してください。
　また、町でも１年度５万円を上限に北海道の事業
に上乗せして通算２年間の助成をします。
　助成の概要は次のとおりです。

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

　体外受精及び顕微授精（以下「特定不妊治療」と
いう。）のみです。
　なお、夫婦以外の第三者から提供を受けた精子・卵
子・胚による不妊治療や、代理母、借り腹によるも
のは対象となりません。

����������������������������������������������������������������������������������������������

　特定不妊治療以外の治療法では妊娠の見込みがな
いか極めて少ないと医師に診断され、実際に治療を
受けている方で、次のすべての要件に該当する方。
��������	
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����������������������������������������������������������������������������������������������

��������	
���　
�北海道１０万円（治療費が２０万円に満たない場合
は、２分の１の額。）

�当別町５万円（治療費が２０万円に満たない場合は、
４分の１の額。）
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　原則、治療が終了した年度内に、石狩保健福祉事
務所（江別保健所）に申請をしてください。

�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

　石狩保健福祉事務所（江別保健所）保健福祉部保
健推進課子ども未来係（�０１１－３８３－２１１１）
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　家庭・地域・学校の連携をより
一層深めるために、西当別地区
青少年育成会連絡協議会などが
主催する講演会を開催します。
ぜひ、ご参加ください。
▼��　１０月９日（土）１４時
▼��　西当別コミュニティー
センター（太美町）
▼��　「子どもとの関わりのな
かで」　講師～北星学園余市高等
学校　山弘子先生
▼���　西当別
中学校（�２６－
２２５２）

���������

���　福祉課保健サービス係
（「ゆとろ」内・�23－2346）



��������	 ��

　家庭の台所から出る生ごみを特
別な機器を使わずに、ダンボール
箱とピートモスを使って簡単に堆
肥化できることをご存知ですか。
　町保健衛生会では、１家族１
セットで『ダンボールで生ごみ減
量モニター』を募集
します。数に限りが
ありますのでお早め
に応募ください。
�����　町内在住の方（住民
登録のある方）
�����　１０月２９日（金）
�������　町保健衛生会事
務局（「環境対策課」内・�２３－
２５０３）
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�����　バイク・原動機付自転車（車両の状態に
よっては引き取りができない場合もあります。）
�����

①指定引取窓口　全国１９０カ所に設置
　当別町近隣　�鈴木商会札幌東事業所（〒007－0820　札幌市東区
東雁来262番地 ／�011－875－3540） 
②廃棄二輪車取扱店のステッカーがある店
※指定引取窓口までの運搬費用が別途必要です。
���　4,120円～6,800円（メーカーによって異なり
ます。）
�����　郵便局で振込みとなります。（振込み用
紙は指定取引窓口、廃棄二輪車取扱店に備え付け。）
���　二輪車リサイクルコールセンター（�03－3598－8075）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※土・日曜・祝日は除く

�������

　交通事故などの被害にあって
警察や検察庁に訴えたが、検察
官がその事件を起訴してくれな
い。このような場合に、その不
起訴が正しいかどうか審査する
のが検察審査会です。さらに詳
しく知りたい方は、札幌検察審
査 会 事 務 局（�０１１－２３１－
４２００）にお尋ねください。
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�控除対象になる医療費など、詳しくは、税務署または役場税務課税務
係（�２３－２３３２）までご相談ください。

　自分自身及び生計を共にする家族のために、その年（１月１日から１２
月３１日まで）に支払った医療費（一部交通費を含む）が１０万円（また
は所得の５％のどちらか少ない金額）を超えた場合に、所得金額から一
定の金額を差し引くもので、控除を受けた金額に応じ、所得税や住民税
が軽減されます。これを医療費控除といいます。

�������

医療費総額－保険金など補てんされる金額＝    A
　A　 －１０万円（または所得金額の５％）＝医療費控除金額
                                 （医療費控除金額の限度額は２００万円）

��������	


　年末調整をしているサラリーマンでも確定申告書の提出が必要です。
　その際、医療費の支出を証明する領収書を確定申告書に添付するか、
提示する必要があるため、領収書は必ず保管しておいてください。
　また、会社から渡される源泉徴収票（原本）も必要となります。
　共働き夫婦が別々に税金を支払っていても、医療費控除はどちらかに
まとめて申告ができます。

��������	
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①社会保険離脱証明書（用紙は職場で交付して
います。無い場合は国保年金係へ。）
②国民健康保険被保険者証（家族に国保加入者
がいる場合）

�����

退職など職場の健康保険の資格が無く
なったとき。
健康保険任意継続の期限が来たとき。

�����

①保険証が無い状態で病院にかかると全額自己負担になります。
②国保税は、国民健康保険に加入した月から負担になります。１期に納める金額が高額となるとき
は、納税方法を相談ください。

①新しい健康保険被保険者証
②国民健康保険被保険者証

�����
就職など職場の健康保険に加入したと
きなど。

�����
本来は使用することが出来ない国民健康保険被保険者証を使って病院にかかった場合、保険給付分
（病院代の７割）を返納することになります。

①国民健康保険被保険者証

�����

住所・氏名・世帯主が変更になったとき。�����

①年金証書

②国民健康保険被保険者証

厚生年金や共済年金を受給の方で、加
入期間が２０年以上（または４０歳以降に
１０年以上）ある場合は、退職者医療制
度適用の国民健康保険被保険者証への
切替が必要。

����

　国民健康保険の加入や変更などが必要になった場合には、届出期限を

守り、国保年金係で速やかに手続きをしてください。

　期限に遅れた場合には、本人に不利益になることがあります。

▼��　住民生活課国保年金係（�２３－２４６７）

　国民年金保険料は金融機関、郵

便局、社会保険事務所のほかに�

���でも納めることができま

す。（納付書裏面にコンビニの表

示があるものに限られます。）

　ライフスタイルにあった納め方で

保険料を忘れずに納めましょう！

����������	

���������	
�

�� ��

���������	

　10月６日（水）・２7日（水）
　1階国保年金係へお気軽に
　お越しください。
���������	


��　札幌北社会保険事務所
��　１０月２０日（水）
　　　１０時～１５時
��　商工会館（錦町）

　強制保険である自賠責保険・共

済は、原動機付自転車を含むすべ

ての自動車保有者に１台ごとに加

入が義務付けられている保険で

す。誰もが加害者にも被害者にも

なる可能性があり、交通事故で加

害者になった場合は、被害者に対

して損害賠償責任を負い、加害者

の賠償責任を担保しすべての被害

者の基本的な対人賠償を保障する

役割を果たしています。

　交通事故の発生件数は、１０年間

で約３０％増加し、毎年多くの死傷

者を出しています。交通事故によ

る死亡者数は減少傾向にあります

が、負傷者数は過去ワーストの

１１８万人を超えています。それに

伴う自賠責保険・共済は、年間約

１３０万件の交通事故被害者に支払

われました。特に�������

��������	
������

�����は、期限切れやかけ忘

れなどにご注意ください。

▼���　北海道運輸局札幌運輸

支局（�０１１－７３１－７１６７）
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17年１月1５日（土）
����

17年１月２８日（金）
           ～３１日（月）

１１月1日（月）
～

17年1月１１日 
（火）

中卒（見込含）以上
１７歳未満の男子

�����

受付時に通知随時
１８歳以上２７歳未満の者
　　

������

��（男子）

■���
江別募集事務所・�０１１－３８３－8９５５
住民生活課住民生活係・�23－3209
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　今年で３回目となる当別町子ど

も議会を、２１世紀を担う町内各中

学校の代表生徒が議員となり、実

際の議会と同じ要領で開催しま

す。傍聴もできます。
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　北・南季節保育所

は平成１７年３月３１日

で西保育所と東保育

所に統合されます。現在、両保育

所に通っている父母や地域の方を

対象に地域説明会を開催します。

��������	
�

����１０月１４日（木）　１８時３０分

����北季節保育所（六軒町）

��������	
�

����１０月１５日（金）　１８時３０分

����南季節保育所（樺戸町）

▼���　福祉部子育て担当（「ゆ

とろ」・内�23－３０２４）

��������	

��������	
�

�� ����

　町では、すべての町民が生涯を

通して心身ともに健やかな生活を

送れるように「(仮称)当別町健康

づくり計画」を策定しています。

　委員会では、健康に関する情報

を共有し、意見交換を行いながら

行動計画づくりを進めています。

▼��　１０月２５日（月）　１８時

（２時間程度）

▼��　ゆとろ（西町）

▼��　①こころの健康づくりに

ついて　②運動・身体活動について

▼��　福祉課保健サービス係

（「ゆとろ」内・�２３－２３４６) 

　お子さんの苦手な野菜もおいし

く包んだ巻き寿司

を親子で楽しく作

りませんか？

▼��　小学校１年～６年生まで

の子とその親

▼���10月１６日（土）　１０時～

１３時（受付９時45分）

▼���西当別コミセン（太美町）

▼���申込順２０組で締め切り

▼���　１人1００円

▼����エプロン・上靴・筆記

用具

▼����　１０月８日（金）

▼�����　佐々木（獅子内・

�2６－２６５２）または、荒戸（樺戸

町・�2３－２６７０）へ。
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　当別消防署では、１０月１５日から

３１日までの「秋の火災予防運動」

期間中、防火査察や模擬火災訓練を

実施し防火を呼びかけるほか、「防

火ミニバレー大会」を開きます。

��������	
��

▼��　１０月31日（日）　９時

▼��　総合体育館（白樺町）

▼��������	
��


　町内に居住・勤務している女性

で、１チーム５名以内で編成してく

ださい。

▼��������　１人30円

▼����　１０月24日（日）

▼�����　当別消防署消防課

予防係（�2３－２５３７）
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０１２０－７５６－３１０
フリーダイヤル

性犯罪被害１１０番 �
������ ０１２０－６７７－１１０

フリーダイヤル
少年相談110番

０１１－２２２－０２００暴力相談電話

０１１－２３２－８７４０北海道被害者相談室�
����� ０１２０－２１０－４９０

フリーダイヤル
（財）北海道暴力追放センター

０１１－２３３－２５４３北海道交通安全活動推進センター

　警察では事件や事故の被害にあった方、家庭内暴力、ストーカー、

子供のいじめ問題などで悩んでいる方の相談を受け付けています。

   また、事件や事故などで心の傷が癒されずに悩んでいる方のために、

民間被害者相談窓口のカウンセラーがあなたの話をお聞きします。
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　通り魔殺人事件などの凶悪犯罪で亡くなられた被害者のご遺族や、一

定の要件に該当する重傷病を負ったり、障害が残ってしまった被害者の

方に対して国が給付金を支給し、その精神的・経済的打撃の緩和を図ろ

うとする制度です。給付金を受けるための条件などが細かく定められて

いますので、詳しい内容は、北海道警察本部（�011－２５１－０１１０）、ま

たは最寄りの警察署に問い合わせください。
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▼
井
利
元
征
さ
ん
（
ビ
ト
エ
）
か
ら　

万
円

３０

▼
田
村
悟
さ
ん
（
札
幌
市
）
か
ら　

万
円

１０

▼
三
橋
政
志
さ
ん
（
西
町
）
か
ら　

万
円

１０

▼
高
山
安
弘
さ
ん
（
茂
平
沢
）
か
ら
５
万
円

▼
佐
々
木
正
市
さ
ん
（
蕨
岱
）
か
ら
５
万
円

▼
弁
華
別
老
人
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規
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長
）

か
ら
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巾
１
４
４
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▼
木
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裕
さ
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生
）
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車
椅
子
１
台
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　今年も赤い羽根共同募金運

動が始まりました。地域の福

祉活動を支えるために皆さま

のご協力をお願いします。

�����　１０月３１日（日）まで

����　当別町共同募金会（「町社会

福祉協議会」内・�22－2301）
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　一時停止標識の有無にかかわら
ず、交差点で必ず一時停止し、
しっかり安全を確認しましょう。
����������	
���

　道路の左右がよく見渡せる場所ま
で移動してから横断しましょう。
���������	
��

　前車の先々の状況にも目配りし、
流れの変化を早めに読み取りま
しょう。
���������	
��
�

　青信号でも、特に右、左折車の動
向にしっかり目配りしてから、交
差点に進入しましょう。
���������	


　急な右折は禁物、対向車線の安全
が十分に確認できるまで待ちま
しょう。
��������

　青信号でも油断せず右、左折車の
動きに注意しながら渡りましょう。
���������	
����


　自転車や車に対する警戒を怠ら
ず、しっかり安全を確かめながら
通行しましょう。
��������	
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�������������

�147359����

022�����

�2911485�����
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　こ と ぶ き
大学の受講
生が交通安
全を祈願し
た『ふくろうのマスコット』を作
製し役場前で街頭啓発を行いま
した。　　　　　　　（９月２４日）

��������������

　初秋をサイクリングで楽しもうと「ファミリー森のサイクルinとう
べつ'０４」が９月１２日に開催されました。
　町内外から参加したサイクリング愛好者約１００人は、総合体育館か
ら道民の森までの片道約４０kmの森
のコースと、総合体育館から旧ファ
ミリー農園までの片道約２５kmの
ファミリーコースに分かれて出発。
２時間後には全員が到着し、実行委
員会が昼食に用意したとうきびなど
をおいしそうに頬張っていました。
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　道民の森管理事務所・�22－3911

　１０月に入り秋も深まってきま
した。山の紅葉も美しくなり、
登山やハイキングなどで道民の
森を楽しみましょう。
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　道民の森では、神居尻地区の
総合案内所ロビーを「展示場所」
として利用することができま
す。写真、絵画、陶芸などの作
品を展示してみませんか。　
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���　１０月７日（木）
              １３時～１６時
���　ゆとろ（西町）
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法律相談・行政相談

人権相談・消費相談

心配ごと相談に専門

の相談員が応じます。

����

������

����1１月２日（火） 

　　　　13時～16時
�����　事前に福祉課福祉
係（�23－3019）へ。

���１０月７日、2１日
             ※７日は合同行政相談日

　　　　13時～16時
�����　町社会福祉協議会
（�２２－２３０１）へ。
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　当別高校国際協力クラブは、８月２日
（月）に行われた第５４回北海道社会福祉大
会の席上で、北海道善行賞を受賞しまし
た。同クラブは、これまでに花販売の益金
を地雷除去のための寄付金に当てたり、手作りお菓子販売の益金を難民支
援に募金したりなどの活動を行ってきました。
　また、無農薬バナナの販売でフィリピン農家の経済支援やボランティア
に関係する講演会の開催など、新たな活動にも取り組む姿勢が認められ、
今回の受賞となりました。
　部長の湯浅友美さん（３年生）は、「先輩から引き継いだ私たちの活動
が認められてとてもうれしいです。これからも国際的な貢献を続けてい
きたい」と抱負を語っていました。
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　�����������������

13：00～
15：00

��月�日火

���

妊婦同士の交流を中心に元気に妊娠、出産
期を過ごしましょう。
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受付13：00～
14：00

���日 月
��月�日月該当の日程を対象者へ通知します。

お子さんの成長を確認し、子育てや離乳食
など、日ごろの悩みを解消しましょう。

����������	


受付13：00～
14：00

 ��日 金������������	
�

9：30～
14：00

����日 月 

���

１歳から就学前までの幼児。
虫歯のチェックと、歯を丈夫にするフッ素
の塗布を行います。

��������	


13：00～
13：30

���日 火
����日 木 生後３～９０カ月のお子さんへ「小児マヒ」

の予防接種をします。（予約不要）�������
���日 木
����日 火 ���

8：45～　　   
    14：00

���日 水検診車が来て、会場で子宮・乳のがん検診
と、骨粗しょう症の検診が受けられます。

���������	


��

�
�
�
�

���日 金���

受付7：20～

　　　8：00
��月��日金����

バスで札幌の検診センターへ行き、胃・肺・
大腸・子宮・乳のがん検診を受けられます。

������

9：30～
11：30

���日 水

���

保健師や栄養士が健康についての相談に
応じます。

����

9：30～
11：30

���日 金
��月�日金� 

健康運動指導士が個別の運動方法をアド
バイスします。

��������	
�

毎週月・金曜
11日 は 祝 日
の た め12日
（火）に開催

必要な方はゆとろの運動器具を使った運
動実践ができます。

�������

10：30～
14：30

����日 水
脳卒中、神経難病などにより、体や言葉に
不自由さがある方。

������

10：30～
14：30

���日 水
脳卒中など同じ病気を持つ仲間と交流や親
睦をはかりたい方。

�������

10：00～
12：00

���日 木外に出る機会の少ない高齢の方。���

10：30～
14：30

���日 水���外に出る機会の少ない高齢の方。�������

18：30～
20：30

����日 月
���

お酒で悩んでいる方とその家族。
（断酒会の申込み・詳細）
日中は江別保健所�011－383－2111
夜間は工藤�22－2510

���

                                   
�����日 月 
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保
健
所
で
は
難
病
で
療
養
生
活
を

送
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
が
、

生
活
す
る
上
で
不
安
に
思
っ
て
い
る

こ
と
や
お
困
り
の
こ
と
、
知
り
た
い

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
や
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
、

在
宅
難
病
患
者
等
酸
素
濃
度
器
使
用

助
成
の
申
請
窓
口
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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�
�
�
�
�
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�

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
脊
髄
小
脳
変

性
症
な
ど
国
が
定
め
る　

疾
患
と
橋

45

本
病
、
劇
症
肝
炎
を
除
く
難
治
性
の

肝
炎
な
ど
北
海
道
の
単
独
事
業
で
あ

る
７
疾
患
の
併
せ
て　

疾
患
に
つ
い

52

て
医
療
費
等
の
一
部
を
助
成
す
る
制

度
で
す
。
申
請
に
は
担
当
医
が
記
載

し
た
臨
床
調
査
個
人
票
が
必
要
で
す
。

対
象
疾
患
に
つ
い
て
は
保
健
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

��
療
養
生
活
や
介
護
方
法
に
つ
い
て

の
相
談
を
電
話
や
来
所
な
ど
で
受
け

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
在
宅
療
養
を
さ
れ
て
い
る

患
者
さ
ん
宅
に
家
庭
訪
問
を
行
い
、

生
活
状
況
に
合
っ
た
介
護
方
法
や
リ

ハ
ビ
リ
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
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��
同
じ
病
気
の
方
同
士
が
集
い
、
日
頃

の
生
活
の
中
で
の
悩
み
や
不
安
、
工

夫
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
り
、
医
療
・
保
健
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
情
報
交
換
や
、
病
気

や
対
応
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ら

れ
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
集
い
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

保
健
所
管
内
の
市
町
村
を
会
場
に

年
数
回
行
っ
て
い
ま
す
が
、
当
別
町

で
は
、
�
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を
行
い
ま
す
。「
同
じ
病
気
の
方
と
話

が
し
た
い
」
と
い
う
方
は
、

江
別
保
健
所
ま
で
ご
連
絡
を

く
だ
さ
い
。

��

��

����

�������������������

���������������
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江別保健所保健予防係  
�011－383－2111
�011－383－2185

Eメール　ebeho.kenko2@pref.hokkaido.jp  �
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DPT（ジフテリア・百日せき・破傷風）

�生後３カ月～90カ月未満

DT（ジフテリア・破傷風

 �11歳・１２歳

麻しん�生後12カ月～90カ月未満

風しん�生後12カ月～90カ月未満

■印の機関は事前に予約してから予防

接種を受けてください。
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広
報
「
と
う
べ
つ
」　

月
号　

平
成　

年　

月
1
日
発
行　

通
巻　

号　

編
集　

企
画
部
秘
書
課

10

16

10

613
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 　中小屋中学校の正面玄関を開けると、「中小屋
ハートフルストーリー」の掲示板が目に飛び込みま
す。中小屋地区の四季を映し出す写真にスーッと
引き込まれていきます。
　同校に赴任して３年目を迎える荒川校長は、中小
屋の自然や生徒の飾らない素直な姿を収めた写真
を、学校だよりや展示で伝えています。
　「中小屋に来たとき、小さな学校を巣立つ子供た
ちに、ここの素晴らしさを発見していつまでも誇
りに思ってもらいたい。素敵な風景を言葉で伝え
るより写真の方が伝わるのでは、という思いだっ
たんです。写真を見た地域の方に後押しされて、
中小屋会館や郵便局にも展示させてもらっていま
す。写真も気持ちを伝えるコミュニケーションの
ひとつだと思いますね」という先生が作る学校だよ
りには、季節を感じる写真とコメント、生徒たちの
笑顔が溢れていて、写真が言葉では伝わらない大
切なものを伝えてくれているのが実感できます。
　「デジカメ片手に出かけると声をかけてくれる
ことも多く、早く地域になじむこともできました。
何より写真を通して人との関わりが広がりました」
と、今ではデジカメを手放すことが出来ないよう
です。
　チャレンジ精神旺盛な荒川校長は、子供たちにも
いろんなことに取り組んでもらいたいと昨年から
音楽の授業に琴の演奏を取り入れています。夏休
み期間中に３人の女性教諭が、町内の琴の先生のも
とで猛特訓して、現在生徒に教えています。「今年
は、２年目なので発表の場を広げて多くの人に聞い
てもらおうと思っています。発表する場があると、
生徒たちも練習に熱が入ります。うまくできない
悔しさから涙をにじます生徒もいますが、くじけ

ずに目標に向かって頑張る力を養っていけたらと
思っているんです。先生方も理解してくれて熱心
に指導しています」
　そんな荒川校長は、早来町の全盲グループ『スマ
イルフォービート』のコンサートを支援するボラン
ティアや、自らも７０年代フォークを中心に活動す
るバンドにも所属しています。以前、赴任してい
た学校の父母や先生とバンドグループを組み、千
歳の馴染みの喫茶店で練習を重ね、８月には、野幌
森林公園内にある「森林の家」でコンサートを開き
ました。「バンド仲間と何を演奏しようか、お客さ
んが来てくれるために何をしたらいいだろうかと、
当日までの練習はもちろん、準備の心配や緊張は
絶えないのですが、携わってくれた人との関わり
の中で学ぶことがたくさんあります。いざ本番に
会場いっぱいに来て下さったお客さんを見ると
やってよかったという充実感を味わうことが出来
ます。
　コンサートなど、発表する場を企画して実行する
までを経験することで、人として成長していける
ので、先生や生徒たちにもそんな経験をしてほし
いと思っています」写真や音楽はもちろん、校外の
人との関わりを積極的に取り入れて、生徒数の少
ないハンディを乗り越える工夫を重ねている荒川
校長のアイディア
は果てしなく続き
そうです。
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